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•寺田寅彦｢津浪と人間｣の再読
•「忘却」「人間的自然現象」の意味

•寺田の３コースは可能か？
•「明治以前へ」「捨て鉢哲学」「防災教育・科学啓蒙」

•人間的自然の「ウラをかく」ためには？
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1896 明治三陸津波

1933 昭和三陸津波

1960 チリ津波

2011 東日本大震災

寺田寅彦（1878-1935）

「津浪と人間」（1933）
1923 関東大震災

1995 阪神・淡路大震災
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寺田寅彦（1878-1935）

「津浪と人間」（1933）

✓ 災害の忘却を戒め、防災教育の重要性を説く
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寺田寅彦（1878-1935）

「津浪と人間」（1933）

✓ 災害の忘却を戒め、防災教育の重要性を説く

✓ 科学者・啓蒙家 ＋ 悲観主義者…？
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「津浪と人間」再読①

２つの《自然》

地震や津波
＝たびたび繰り返される「自然現象」
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地震や津波
＝たびたび繰り返される「自然現象」

忘却
＝人間界の「人間的自然現象」

「津浪と人間」再読①

２つの《自然》
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罹災者

科学者

津波の直前に
警告してくれれば

数十年おきに来るのは既定の事実
うかうかしているのは不用意千万

10年20年前から警告してた

せち辛い世の中では
とても覚えていられない

「津浪と人間」再読②

忘却と社会
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「津浪と人間」再読②

忘却と社会

災害直後
✓ 官吏、報道記者、科学者
✓ 詳細な調査
✓ 周到な津浪災害予防案

37年後
✓ 調査者は引退
✓ 住居が少しずつ低地へ

「鉄砲の音に驚いて立った海猫が、
いつの間にかまた寄って来るのと本質的の区別はないのである。」
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「津浪と人間」再読②

忘却と社会

災害記念碑
老人たち

✓ 記憶をとどめ忘却に抗う

市区改正・道路改修
市会議員

✓ 現在のニーズ

「そうしてその碑石が八重葎に埋もれた頃に、
時分はよしと次の津浪がそろそろ準備されるであろう。 」
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「道理」

「道理」

「道理」

「道理」 ∑
n, t

社会, 世代

道理＝忘却

「津浪と人間」再読②

忘却と社会
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「津浪と人間」再読③

人間的自然とは？

社会性

✓ 多数のアクター・活動が総合
✓ 過去・現在・未来への

制約された視野

生物的
自然

✓ 寿命と世代交代
✓ 地理的自然と異なる周期
✓ 過去の印象の減衰や編集

自然との
近接

✓ 「竹藪」「八重葎」
✓ 生業の場としての海
✓ 自然からの働きかけ、誘引
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「津浪と人間」再読④

寺田が提示する３コース

明治
以前へ

✓ 維新がダメ
✓ 昔のひとは自然をよく見てた
✓ 伝統主義、ロマン主義

捨て鉢
哲学

✓ 将来のことは知らん
✓ 享楽的
✓ 昆虫と同じ

防災教育
科学啓蒙

✓ 科学は未来を知る
✓ 学校で年１，２時間でも
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「道理」

「道理」

「道理」

「道理」 ∑
n, t

社会, 世代

道理＝忘却

「津浪と人間」再読⑤

防災教育・科学啓蒙

防災教育や科学啓蒙も
社会内部の活動…
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正攻法

「安全」を目的とした
環境形成

「人間的自然」に絡め取られる
（Σ道理＝忘却）

防災教育
科学啓蒙

ウラをかく

「人間的自然」の法則性に
アソビを与える

「安全」以外も記述
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•楽しさ、面白さ、幸福、迷い、偶然、発見、etc.

高原の例
✓FW先で小学生に「誰？ 社長？」「連れて帰って」と言われる

✓「20分休み」でも全力で遊ぶ子供たち

•≠手段としての楽しさ

•「防災の現場で起きていること」へのアンテナ

•「安全」という目的を保持しつつ、別の回路も鍛える

「記述」を広げる
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•寺田寅彦｢津浪と人間｣の再読
•「忘却」「人間的自然現象」の意味

•寺田の３コースは可能か？
•「明治以前へ」「捨て鉢哲学」「防災教育・科学啓蒙」

•人間的自然の「ウラをかく」ためには？
• 「安全」以外にも記述を広げる
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